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ヘキサヒドロキソ白金酸懸濁液への放射線照射による白金ナノ粒子製造プロセスを確立するために、ナノ

秒パルスラジオリシス法により水の放射線分解生成物とヘキサヒドロキソ白金酸の反応速度定数を調べた。

その結果、反応速度定数が pH に依存し、pH 8以上で急激に増加することが分かった。 
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1. 緒言 

沸騰水型原子炉再循環系配管や炉内構造物等の応力腐食割れ抑制技術として白金ナノ粒子を用いた構造材

の触媒コーティングの技術開発が進められている[1]。近年、イオン交換して生成したヘキサヒドロキソ白金酸

(H2[Pt(OH)6])懸濁液へのガンマ線照射により有機物等不純物を含まない白金ナノ粒子を形成できることが報

告されている[2]。本研究では、白金ナノ粒子製造プロセスを確立するために、水の放射線分解生成物(水和電

子:e-
aq、ヒドロキシルラジカル:OH)と H2[Pt(OH)6]との反応速度定数をパルスラジオリシス法により調べた。 

2. 実験 

 イオン交換して生成した H2[Pt(OH)6]懸濁液にナノ秒電子線パ

ルスラジオリシスを行い、e-
aq、OH と H2[Pt(OH)6]の反応速度定数

を調べた。試料は Ar または N2O ガスで脱気し、pH は NaOH で

調整した。 

3. 結果・考察 

pH 8.3 に調整した懸濁液試料にパルスラジオリシスを行い e-
aq

と H2[Pt(OH)6]の反応における過渡吸収スペクトルを図 1 に示す

(Ar 飽和、[Pt]=3 mM)。e-
aqの良好な反応性(720 nm)及び生成物の

吸収バンド(~380 nm)が確認された。同様のスペクトルから OHも

H2[Pt(OH)6]と速やかに反応することが分かった。 

次に e-
aq、OHと H2[Pt(OH)6]の反応に関する反応速度定数の

pH 依存性を調べた。その結果を図 2に示す。酸性・中性条件

では e-
aq、OHとも反応速度定数は非常に低いが、pH 8以上で

急激に増加し、pH 9以上で飽和した。H2[Pt(OH)6]懸濁液への

ガンマ線照射による白金ナノ粒子生成では、pH 8.2以上で白

金ナノ粒子生成率が高くなることが報告されており[2]、白金

ナノ粒子生成率と反応速度定数の pH依存性が一致した。 
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図 1. Ar 飽和溶液のナノ秒過渡吸収スペ
クトル(pH 8.3、[Pt] = 3 mM) 

図 2. e-
aq、OHと H2[Pt(OH)6]の反応に関す
る反応速度定数の pH依存性 
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